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　事業所に「あいさつ」で行った時はとて
も緊張しました。最初に「どういうことす
るんだろう」とかいろいろ考えていました。
洗い物はとてもしんどかったです。その後、
食器を運ぶ時、皿を落とさないようにした
り大変でした。わからない事があったら、
ていねいに教えてくれました。とてもお世
話になりました。仕事のいろいろなこと、
大人の大変さが本当によく分かりました。
竹園で働く人たちは、「仕事にとても熱心
だな」と思いました。僕も竹園の人たちを
見習い、頑
張っていきた
いと思いまし
た。この５日
間は、本当に
いい経験に
なったと思い
ます。
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桜
の
咲
く
季
節
と
な

る
と
、
芦
屋
川
沿
い
の

桜
並
木
は
絶
好
の
写
真

ス
ポ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
阪
急
芦

屋
川
駅
東
の
桜
橋
か
ら
六
甲
山
系
を
み
る

景
色
は
、
桜
の
中
に
城
山
や
ヨ
ド
コ
ウ
迎

賓
館
が
浮
か
び
上
が
る
す
ば
ら
し
い
も
の

で
す
。
そ
の
景
色
か
ら
少
し
下
の
方
に
視

線
を
移
し
て
み
る
と
、
芦
屋
川
の
せ
せ
ら

ぎ
と
共
に
、
花
崗
岩
で
が
っ
ち
り
組
ま
れ

た
芦
屋
川
の
護
岸
が
眼
に
入
っ
て
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
護
岸
を
見
る
と
、
両
岸

で
石
の
大
き
さ
や
組
み
方
が
違
っ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
ま
ず
、
西
側
の
護

岸
の
石
垣
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
石

を
用
い
て
、
曲
線
を
描
く
よ
う
に
巧
み
に

積
み
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
石
垣
は
、

昭
和
四
年
〜
五
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た

芦
屋
川
改
修
工
事
に
伴
っ
て
築
か
れ
た
も

の
で
す(

上
部
の
一
部
は
阪
神
大
水
害
に

伴
う
復
旧
工
事
時
に
築
か
れ
た)

。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
石
垣
の
積
み
方
と
よ

く
似
た
も
の
が
、
か
つ
て
市
内
六
麓
荘
町

の
六
麓
荘
浄
水
場
に
そ
そ
り
立
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
六
麓
荘
浄
水
場
の
工
事
と
と

も
に
六
麓
荘
住
宅
の
開
発(

昭
和
四
年
〜)

を
一
手
に
引
き
受
け
た
の
が
細
野
濱
吉
氏

を
代
表
と
し
た
「
細
野
組
」
で
し
た
。
細

野
氏
は
石
材
を
利
用
し
た
巧
み
な
土
木
技

術
と
意
匠
を
凝
ら
し
た
造
園
技
術
で
住
宅

地
を
造
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
東
側
の
護
岸
は
、
西
側
の
護
岸

と
は
対
照
的
に
長
方
形
に
整
え
ら
れ
た
石

材
が
規
則
正
し
く
直
線
的
に
積
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
石
垣
は
、
昭
和
十
三
年
七
月

に
お
こ
っ
た
「
阪
神
大
水
害
」
の
復
旧
工

事
で
築
か
れ
た
も
の
で
す
。

　
好
奇
心
を
そ
そ
る
事
実
は
、
そ
の
復
旧

工
事
に
従
事
し
た
の
が
「
細
野
組
」
だ
っ

た
こ
と
で
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
西
側
の

改
修
工
事
も
、
石
垣
の
積
み
方
な
ど
か
ら

考
え
て
「
細
野
組
」
が
関
係
し
て
い
た
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　地域に学ぶ中学生体験週間「トライやる・ウィーク」が終わりまし
た。市内中学生が地域のかたがたと触れ合い、仕事の楽しさ・厳しさ
を感じ、「働くこと」を考える貴重な体験をすることができました。
生徒も真剣に取り組み、どの事業所からも良い評価をいただきまし
た。推進委員会のご協力および各事業所のかたがたの思いやりに支え
ていただいたからだと思います。地域の皆さんからも声をかけていた
だき、生徒たちは大変元気づけられたようです。

　１日目、指定書交付式では、局長さんか
ら指定書をいただきました。もらうときは
すごく緊張しました。他に接遇マナー研修、
局内見学、車両ピカピカ運動をしました。
１日目は緊張し疲れました。
　２日目、まず窓口あいさつをしました。
窓口あいさつは初めてだったのであまり声
が出ませんでした。他にポストピカピカ運
動、配達をしました。配達は入れる場所を
間違えないようにしないといけないので大
変でした。緊張もほぐれてきて楽しかった
です。(中略)
　５日目、貯金保険課の業務の手伝いをし
ました。内容は紙にはんこを押すという簡
単な作業だったけど疲れました。
　今回、トライやるで郵便局に行っていろ
いろと迷惑をかけてしまったけど今後の自
分が大人になって働く大切なことを学べて
良かったと思いました。

　人との触れ合いはとても大事だと思った。
それに、ドーナツ１つ作るのでも心を込め
て作っていることがわかった。店長さんは、
働いている時にいろいろな話をしてくれま
した。昔の話やどうしたらみんながドーナ
ツを買ってくれるかなど。「仕事は疲れる
とか、おもしろくないと思うからそうなっ
てしまうんだ」と言っていた。サラリーマ
ンでも医者でも私たちがしている勉強でも、
何か楽しいところを見つけていけば、疲れ
るとかそんなことは思わないんだな、と思
った。もう少し早くその事に気づいていれ
ばよかったのに。
　チャンスがあるなら、トライやる・
ウィークをぜひもう一度体験したい。トラ
イやる・ウィークで学んだことは、どれだ
け人のことを考えて行動できるか、触れ合
いが大事かということだ。そして、店長さ
んが言っていた「ありがとうを言える人に
なること」だと思う。
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　１週間、福丸水産で体験して、今まで見
たことのない魚がたくさん見れてけっこう
楽しかった。マグロのセリを見た。売って
いる人は、お客さんに高い金を出してもら
おうと意味不明な言葉でリズムを作ってい
た。買う人は、そのリズムにのって手の指
を使い他のお客さんに値段が見えないよう
に、サインを出していた。松正水産にも行
き、魚や氷をネコに乗せてトラックまで運
んだり店の掃除をしたりした。
　この１週間、１日だけ手あみで漁をした。
網を上げているとすごく重く、クラゲが大
量についていた。その後、魚（ガシラ、メ
バル）が入ってきてすごくうれしかった。
このトライ
やる・ウィー
クで、すご
くいい体験
ができたと
思う。

福丸水産でトライやる
精道中学校　長谷　佳樹

ミスタードーナツで
精道中学校　大都城　ちさと

ホテルでトライやる
潮見中学校　伊賀　敏裕

芦屋郵便局で
山手中学校　辻村　周高
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　初日、すごく緊張して８時50
分に着いたらママさんは、もう
準備をしていました。私たちの
仕事は、新しいガムシロップを
入れ、ストローをつけ足し、開店前の窓ふ
きをすることです。９時です。看板を出し
お客さんを待ちます。「いらっしゃいま
せー。」お客様から「お冷くれる」と言わ
れたので、お店で働くのは気を使って大変
だと思いました。お客さんはどの人もやさ
しくいい人で、注文を持って行くと「あり
がとう。がんばってるね。」と言ってくれ
たのがうれしくて、心がとても温かくなり
ました。この５日間、充実し楽しかったで
す。中学校にトライやる・ウィークがあっ
て良かったと思いました。

喫茶店でトライやる
潮見中学校　小田柿　満里奈

　国際交流協会という名前を見て、どんな
ことをするんだろうとずっと思っていまし
た。金曜日の訪問時、すごく緊張しました。
担当のかたはとっても優しいかたで気持ち
がホッとしました。活動が始まり、日本語
教室でたくさんの外国のかたとしゃべりま
した。教科書に沿って勉強していく人もい
れば、漢字など色々なことを自分でチャレ
ンジしている人もいました。
　私が一番苦手だった仕事は、電話に出る
ことです。初めて出たときは頭が真っ白に
なってすごくドキドキしました。でも２、
３回出てみると相手の話もよく聞き取れる
ようになりました。外国のかたからの電話
もあって、その時は担当のかたに代わって
もらいました。私が一番心に残った事は、
日本語教室です。外国のかたと話してみて
外国の事を知るのがとても楽しかったです。
外国のかたとしゃべることによって将来の
夢が広がったような気がします。

芦屋国際交流協会で
山手中学校　古川　依里奈 地域に学ぶ「トライやる・ウィーク」

問い合わせ
学校教育課
138-2087

◇中 学 生◇
体験活動週間

◯62

福丸水産での漁業体験

ホテル竹園にて

桜橋から見た芦屋川の護岸

今も残る戦前の面影 15

喫茶店アバーデンで


